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中世後期ロンドンの金細工師ギルドと「外国人」

―規約に注目して―

佐々 井  真  知 *

はじめに 

　金細工師 goldsmithは，金・銀や宝石など高価な材料を用いて食器類や装飾品類を製作し
販売する人びとである（1）。中世後期のロンドンで活動する金細工師には，「外国人」が多く
含まれていた（2）。「外国人」の姿が見られたのは金細工師だけではない。「外国人」に課され
た特別税の徴収のために 1483年に行われた税額査定の史料からは，帽子工や織布工，ビー
ル醸造人など，多様な手工業・商業に従事する「外国人」がロンドンに居住していたことが
明らかになる（3）。「外国人」は当時のロンドンの人口の約 6％を占め，その多くは，家族単
位での生産活動を行う手工業者だったと指摘されている（4）。「外国人」手工業者の姿は決し
てまれなものではなかったのである。しかし，同職ギルドの管理下での徒弟訓練を経て商人
や手工業者として独立していくことが一般的であった当時の社会において，イングランド以
外の土地からやってきた「外国人」は，どのようにして活動の場を得て製作や販売に従事し
たのだろうか。また，「外国人」の流入にさらされた各同職ギルドはどのような対応をとっ
たのだろうか。
　「外国人」手工業者については，16世紀以降のイングランドおよびロンドンにおけるその
実態や影響が注目されてきた（5）。とくに，ユグノーがもたらした新技術の影響や課税対象と
しての「外国人」の重要性が多く研究されている。一方で，中世における「外国人」手工業
者に関しては，上述のようにその存在は指摘されているものの，具体的な影響や受け入れ側
の社会の彼らへの対応についてはまだ検討すべき課題がある。
　中世後期の「外国人」手工業者に関するこれまでの研究で注目されたのは，第一に，活動
の内容に関する史料が比較的多く残る「外国人」である。王室会計簿，戴冠式会計簿，開封
書状・封緘書状，遺言書などを用いて，個人としての「外国人」のイングランド内外にお
ける活動が明らかにされてきた（6）。第二に，「外国人」が多く従事していた職種については，
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その職種の同職ギルドと「外国人」との関係が論じられてきた。金細工師ギルド，織布工ギ
ルド，醸造人ギルドなどである（7）。
　先行研究からは，個人として，また集団としての「外国人」手工業者の姿がある程度明ら
かにされたといえる。一方で，同職ギルドと「外国人」との関係については，同職ギルド史
の中で散発的に「外国人」が取り上げられてきたにすぎないように思われる。「外国人」に
焦点をあてて同職ギルドの史料を読み直すことで，各同職ギルドの「外国人」対応の流れを
より詳細に追うことが可能になるのではないだろうか。さらに近年では，織布工について，
織布工ギルドだけでなく都市当局や王権と「外国人」織布工との関係を論じる研究も見られ
る（8）。「外国人」手工業者について，都市や王権という同職ギルドを取り囲むより大きな枠
組みの中で捉える必要があるといえる。
　以上の状況を踏まえ，本稿では，中世後期ロンドンで「外国人」を多く抱えていた金細工
師ギルドに注目して，「外国人」金細工師と金細工師ギルドとの関係を考えたい。「外国人」
手工業者を都市や王権と結びつける前の作業として，「外国人」手工業者と直接対峙するこ
とになる同職ギルドの対応を検討するということである。先行研究の成果も利用しながら，
史料を再読することで金細工師ギルドの対応をより詳しく明らかにすることを目指す。金細
工師ギルドを取り上げる理由としては，「外国人」の金細工師を多く抱えていたこと，王権
や市当局との関係が深いこと，さらに「外国人」についての情報を得られる史料が比較的豊
富に現存していることが挙げられる。

1．ロンドンの金細工師・金細工師ギルド

（1）金細工師と金細工師ギルド

　金細工師とは，上述の通り，金・銀や宝石などを用いて食器類や装飾品類を製作し販売す
る人びとを指す。彼らについて，製品の製作を担う手工業者というよりも，製品の流通を独
占し，高価な商品を王族や貴族などに販売する商人と捉える方が適切とする考えもあるが，
本稿で検討する規約からは，手工業者として活動する金細工師もまた少なからずいたことが
示唆される（9）。ただし，材料・製品共に高価である点，またそのために金細工師には裕福な
人びとが多かったと推測される点で，日用品を製作する手工業者とは区別して考えるべきか
もしれない。さらに，銀貨の製造にかかわっていたことも，金細工師が他の手工業者とは一
線を画す手工業者／商人であったことの一因である。中世後期を通じて，銭貨製造場の役職
者や国王に仕える役人として活動する金細工師がいたことが明らかにされている（10）。以上
のような仕事，すなわち製品の販売や銀貨の製造において，金細工師は個人としても金細工
師ギルドとしても，他の手工業者・商人・同職ギルドに比べて王権とより深いかかわりを持っ
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ていたのである（11）。
　ロンドンの金細工師ギルドが王から最初の特許状を得たのは 1327年だが，金細工師の
団体が存在していたことを示す史料が作成されたのは 1179―80年にさかのぼる。国王の承
認を受けずに団体を結成していた 18の「ギルド」が罰金を科され，この中に “the Gild of 

Goldsmiths” が含まれている（12）。また各同職ギルドは守護聖人を持ち，守護聖人の名を冠し
たフラタニティを内包していたが，金細工師のフラタニティである聖ダンスタン・フラタ
ニティの存在は 13世紀後半の金細工師の遺言書に確認できるとされる（13）。レッダウェイら
によれば，1273年に，ある金細工師の遺言書に「聖ダンスタン・フラタニティの監事たち」
への依頼が見られるとのことである（14）。このフラタニティと，上述の 1179―80年の史料に
見られる “the Gild of Goldsmiths” は連続したものであり，1327年に特許状を得た金細工師
ギルドにつながるものと考えられている（15）。
　1327年にエドワード 3世より与えられた特許状は，金細工師からの要求に応じて出され
たものである。特許状は製品の品質や販売について規定しており，金細工師の中から監視役
を選出すること，違反者を罰することを認めている（16）。さらに，金細工師が存在するイン
グランド内の町や都市すべてに，ロンドンの金細工師が定める規約と同じものを作成し保持
することを命じている。この特許状は国王が代わるごとに更新された。特許状を得たことに
加え，1366年にはホールが建設され，金細工師ギルドは 14世紀中に組織として整えられ発
展していったといえる（17）。1393年には，新たな特許状を得た。この特許状により，金細工
師ギルドは永続的団体とされ，毎年，4名の監事を選出し，彼らが金細工師の仕事と共同体
と個々の成員を監督し統治することが認められた。また，年額で 20ポンドまでのロンドン
市内および近郊の土地を購入する権限も得た（18）。
　1404年にヘンリ 4世より得た特許状では，1327年および 1393年の特許状が再確認された
ほか，イングランド内のすべての市（“fairs”）での金・銀や金製品・銀製品の検査，監督，試金，
管理の権限が与えられた（19）。ロンドンの金細工師ギルドがイングランド全体への直接的な
影響力を持つことになったといえる。さらにロンドン市内でも金細工師および金細工師ギル
ドは存在感を示していた。市長や市参事会員を務める金細工師が確認できるほか，団体とし
ても大規模かつ裕福であったことが明らかにされている（20）。たとえば，1488年にロンドン
市の市会がヘンリ 7世の要求に応えて合計 4000ポンドを貸付金として供出することを決定
し，同職ギルドの成員から成る査定人が 83のギルドに対して各同職ギルドの規模に応じて
供出金の額を決定したのだが，その際に金細工師ギルドは 280ポンドと査定された。これは，
服地商ギルドの 740ポンド，食料品商ギルドの 455ポンド，毛織物商ギルドの 420ポンド，
仕立商ギルドの 386ポンド 13シリング 4ペンスに次いで多い額である（21）。また同職ギルド
の人数については，1501年のロンドン市の市会議事録「ジャーナル」に記された 47の同職
ギルドそれぞれのリヴァリマン（上層の親方）の数によれば，金細工師ギルドは 51名とある。
最多の食料品商ギルドと仕立商ギルドのそれぞれ 84名よりは少ないものの，半数以上の同
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職ギルドでリヴァリマンが 30名以下であることから，やはり大規模同職ギルドと見なすこ
とができる（22）。
　15世紀の金細工師ギルドはまた，「外国人」を多く含むことも特徴といえる。たとえば，
1469年の史料には 113名の「外国人」金細工師の氏名が記されている（23）。また，1477年
から 1478年の史料には 179名の金細工師が確認され，うち 41名が「外国人」とされる（24）。
その後，1479年から 1514年のうち，人数が確認できる 33年間で，417名の「外国人」が
金細工師ギルドの規則に従うと宣誓したことも明らかにされている（25）。ルーが述べる通り，
平均して 1年あたり 12名の「外国人」が活動を開始していたことになる（26）。しかし，金細
工師ギルドの監視を逃れて活動する「外国人」金細工師もいたと考えられ，実際はより多く
の「外国人」金細工師がロンドンで活動していたと推測される（27）。
　以上のように，中世後期の金細工師ギルドは，本稿で取り上げる「外国人」金細工師の問
題を抱えながらも，ロンドン内外でその影響力を強めていったといえる。

（2）史料

　金細工師ギルドは，中世後期ロンドンの同職ギルドの中で史料が非常に多く現存している
同職ギルドの一つである。まとまった史料としては，1334年以降の議事録および会計簿（以
後，議事録と表記），1478年に作成された規約集が現存している（28）。議事録は，1334年か
ら 1446年までのものが，ジェファソンによって原語（アングロ・ノルマン語，ラテン語，
中世英語のいずれか）に現代英語訳を併記した形で刊行された（29）。また規約集は一部を除
き英語で記されており，これをレッダウェイらが現代英語訳で収録している（30）。このほか，
ロンドンの教会裁判所や都市裁判所などに残された個々の金細工師の遺言書も，これまでの
研究で使用されてきた。
　これらの史料のうち，本稿で主に使用する規約集についてやや詳しく見ていきたい。ロ
ンドンの同職ギルドの規約は，14世紀以降，市民権の付与を管理するために同職ギルドが
より組織化されるようになったことを背景に，組織の自治のために制定されるようになっ
ていったとされる（31）。規約は，市当局に承認を受けた際に市の行政関連文書集に記載され，
それによって後世に残る例が多いが，金細工師ギルドのように制定年度の異なる規約を複数
記載した規約集が作成されそれが現存している場合もある（32）。規約集は，必要時に参照さ
れたと思われるが，集会で読み上げて重要な規約の内容を成員に周知するためにも使用され
たようである（33）。
　規約ではどのようなことが定められたのだろうか。バロンは，規約の内容は個々の同職ギ
ルドによって異なるが，多くの場合は以下の内容を含むとしている（34）。ギルド長や監事の
選挙，不良品の調査，製品の製造と販売，徒弟の受け入れと訓練，独占の維持，非成員のそ
の職種での活動からの排除，である。金細工師ギルドの規約にもこれらの内容が見られ，内
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容の点では一般的な規約の一つといえる。しかしながら，本稿で検討するように，これらの
内容に加えて「外国人」への言及が複数見られる点が，金細工師ギルドの特徴である。
　金細工師ギルドの規約集は “book” と称され，冒頭にある通り当時の監事 4名の指示によっ
て作成された（35）。それぞれの規約には番号が振られている（36）。5年後の 1483年には，各規
約をその内容によって Aから Hの 8つに分類し，一覧にしたもの（「目録」（“Calendar”））
が冒頭に追加された（37）。各規約の冒頭にも，内容に従っていずれかのアルファベットが付
された。このことから，目録が追加された 1483年の時点でこの規約集を活用しており，今
後も活用する意図があったと推測される。規約集には，1327年にエドワード 3世から与え
られた特許状の英語訳，監事などの役職者や新加入者，徒弟などが宣誓すべき事柄を記した
宣誓文集と呼べるものなど，規約以外の文書も含まれているが，本稿では便宜上「規約集」
と記すこととする。収録の順序については，同じアルファベットが振られた規約，すなわち
同内容に分類される規約が連続する傾向があり，制定年代が明らかになる規約に注目すると
おおよそ制定年代の古いものから配列されているようではあるものの，順序に何らかの意図
や意味を読み取ることは難しい。目録の前書きにも，金細工師ギルドの「維持，行政上の手
引き，よき統治」のために宣誓文と規約を包含する，とあるのみである（38）。とはいえ，収
録された規約は金細工師ギルドの広範な活動を網羅しており，レッダウェイらが述べるよう
に，この規約集は組織としての金細工師ギルドの構成を当ギルド史上初めて示したものと位
置づけることができる（39）。
　規約集には 94の規約が収録されている。規約の制定年代が史料中に記されるものもある
が，不明なものも多い。レッダウェイらは可能な限り年代を明らかにしてそれぞれの規約の
冒頭に記しているが，これは議事録との照合に基づくものであることから，本稿でもレッダ
ウェイらに従う。必要に応じてジェファソンが刊行した議事録も参照する。
　収録されている規約は，1478年や 1483年の時点ですべてが有効だったのだろうか。同じ
事柄に関する規約はより新しいものが有効とされたのだろうか。上述のように，1483年に
それぞれの宣誓文・規約の内容を示すアルファベットが付されたことに注目すると，いずれ
の規約も有効だったと考えるべきだろうか。レッダウェイらによれば，1495年にはギルド
の集会で「すべての規約が読み上げられた」と議事録に記されており，その後，1498年に
は 16の規約の読み上げに短縮されたとのことである（40）。読み上げられた規約は，品質維持
に関する規約や徒弟・職人の訓練に関する規約から成員の葬式への参加を義務付ける規約ま
で，多様である（41）。集会で読み上げられた規約のみが効力を持ったのかどうかは現時点で
は不明だが，一部の規約が重要視されたと考えることはできる。しかしながら，1478年に
過去に制定された規約も含めて規約集が作成され，その後，集会で読み上げられていたとい
うことから，規約集には 1478年の段階で参照する可能性・価値があるとされた規約が収録
されたと推測できるだろう。規約が有効であったか否かにかかわらず，何らかの点で重要性
を持つ規約だったのではないか。いずれにしても，規約の有効性については今後も検討を続
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ける必要がある。加えて，金細工師ギルドで作成された規約のすべてが収録されたかも不明
である。レッダウェイらも，議事録などから存在が推測されるものの，現存していない史料
があることを指摘している（42）。
　このように，規約の有効性や他の規約の存在について留意しなければならないが，それぞ
れの規約が，少なくとも作成された時点では必要とされていたと考えることは妥当だろう。
したがって本稿では，ここで扱う規約すべてが 1478年の規約集作成時点で効力を持ってい
たと捉えるのではなく，規約が制定された年代にどのような対応がとられていたかという観
点に立ち，さらに収録されたそれぞれの規約が 1478年の時点で重要視されていたことに留
意しながら規約を検討したい。

（3）先行研究

　金細工師ギルドについては，1975年に刊行されたレッダウェイとウォーカーの著書が
14・15世紀に関して概説をまとめている（43）。「外国人」金細工師についても取り上げており，
とくに 15世紀について，「外国人」金細工師とギルドとの関係を扱っている。しかし同職ギ
ルドの歴史の中での扱いであるため，「外国人」への対応の流れは改めて整理する余地がある。
キャンベルは，15世紀の金細工師の製品について，現存するものを用いてその素材や技術
などを説明している（44）。個人の金細工師を扱った論考としては，サットンによるものがあ
る。サットンは，ユトレヒト出身の金細工師でヨーク朝の王に仕えたマルセルス・モーレス
Marcellus Mauresを取り上げ，王室の会計簿などからその活動内容を明らかにしている（45）。
　16世紀以降については，外国人移民とイングランド社会およびロンドン社会とのかかわ
りについて論じたルーが，ロンドンで活動したアントウェルペン出身の「外国人」金細工師
に注目した論考を発表している（46）。ルーは主に金細工師ギルドの議事録を用いて，「外国人」
金細工師の中には，親方として活動することができた熟練した金細工師もいればイングラン
ド人や「外国人」の親方の下で経験を積むために来た職人クラスの金細工師もおり，「外国人」
としてひとくくりにはできないことを指摘している。また，イングランド人と「外国人」の
間の技術の伝播の可能性を検討し，親方であれ職人であれ，「外国人」金細工師とイングラ
ンド人の金細工師の接触の機会や「外国人」金細工師による徒弟の訓練の実施はあまり多く
なかったことを明らかにしている。そのうえで，ロンドンの金細工師の次の世代を育てると
いう点では，「外国人」は重要な役割は果たさなかったと結論付けている。「外国人」金細工
師の多様性やイングランド人と「外国人」の間の接触の程度など，ルーの論考には 15世紀
以前の「外国人」金細工師の活動やそれに対するギルドの対応を考える際に重要となる論点
が示されている。
　以上の通り，14・15世紀の「外国人」金細工師や彼らに対する金細工師ギルドの対応に
ついては，レッダウェイらの著書で金細工師ギルドの歴史の一部として触れられているのみ
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だといえる。「外国人」手工業者に注目してロンドン社会を再考するにあたり，まずは「外
国人」金細工師に関する情報を整理していくことが必要だと思われる。

2．金細工師ギルドと「外国人」金細工師

　以下では，金細工師ギルドと「外国人」金細工師の関係を検討する。史料としては主に
1478年にまとめられた規約集を用いるが，必要に応じて 1334年から 1446年の議事録も参
照する（47）。

（1）「外国人」金細工師とは

　当時の金細工師ギルドは，「外国人」をどのように表現していたのだろうか。規約集では，
イングランド人以外の金細工師を表すと思われることばとして，複数形で挙げるとエイリア
ンズ “aliens”，フォリンズ “foreyns”（“forayns”），ストレンジャーズ “strangers”，ダッチ
メン “Dutchmen” が用いられている（48）。このうち，“aliens” についてロスウェルは，他の
国から来た人びとを指すことばと捉えている（49）。本稿で扱った規約の文言からも，“aliens”
はイングランドではない国や地域の出身者すなわち現代的な意味での外国人を指すと考えて
いいと思われる。
　“foreyns” と “strangers” は，規約を見る限りでは，「外国人」を指すと思われる場合も，
ロンドン以外のイングランド出身者を指すと思われる場合も，さらに金細工師ギルドの成員
でない者すべてを指すと思われる場合もある（50）。また，“foreyns” に “strangers” が含まれ
る場合もあるし，その逆もある（51）。つまり，“foreyns” や “strangers” ということばが「外
国人」を指していると捉えるべきかどうかは，個々の状況ごとに検討する必要がある（52）。
少なくとも，金細工師ギルドが関与する人びとの中に，ロンドン出身の，あるいはロンドン
で徒弟訓練を受けた金細工師以外の人びとが含まれていたことは指摘できる。
　金細工師ギルドの議事録を刊行したジェファソンは，アングロ・ノルマン語の “estranges” /

“estrangers”（英語で “strangers”）と “forayns” について，厳密にいえば “forayns” はイン
グランド内のロンドン市外から来た人びとを指し，“estranges” / “estrangers” は現代的な
意味での外国人を指すが，史料上ではこれらは入れ替え可能なことばとして用いられている
と述べている（53）。たとえば，“estrange” と題される一覧の中にヨークやノリッジというイ
ングランド内の都市の出身者が含まれていたり，Johan Vandir Haweという，その氏名から
“Dutchman” つまり「外国人」と推測できる人物が “forayn” とされていたりするとのこと
である。
　このように，“foreyns” と “strangers” ということばについては，実際に金細工師ギルド
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の規約を見ていく際には，その文脈を考慮してそれが指すものを検討する必要がある。本稿
では，イングランド以外の出身者すなわち「外国人」に注目するため，以上のことばが規約
中で「外国人」を示す，あるいは「外国人」を含むと判断される場合にその規約を分析の対
象とする。
　“Dutchmen” については，ことばの通りイングランド出身者からは区別されている。ただ
し，このことばがどの地域の出身者を指すかについては，具体的には不明である。現代英語
での “Dutchmen” が意味する「オランダ人」よりも広い地域の出身者を指すことはこれま
でも指摘されてきた。レッダウェイらは，スラップにならって低地地方，ラインラント，バ
ルト海沿岸部（リューベック～ダンツィヒ）の出身者としている（54）。また，金細工師ギル
ドの議事録を刊行したジェファソンも，このことばがドイツと低地地方の出身者を示すこと
ばとして使われたと述べている（55）。本稿もこれらにならうこととし，ドイツ・フランドル
地方出身者と総称する。「外国人」金細工師にドイツ・フランドル地方出身者が多いことは
税額査定の史料から明らかである（56）。さらに，後で扱う規約 59に「イングランド人であろ
うと “Dutch” であろうと他地域の出身者であろうと，ロンドンの金細工師ギルドの成員は」
とあることからも，“Dutch” がイングランド人以外の金細工師すなわち “aliens” の中では
多数を占めていたと考えられる。ただし，ジェファソンは，議事録に複数回記載されている
“Dutchmen” と題された一覧にはアイルランド人やフランス人などドイツ・フランドル地方
以外の出身者も含まれる例があると指摘している（57）。このように，このことばが場合によっ
ては “aliens” のように「外国人」全体を意味するものとして使用された可能性があること
にも留意したい。
　以上の通り，規約や議事録の文言から，ロンドンの金細工師ギルドには「外国人」もロン
ドン以外のイングランド出身者も存在しており，ギルドはその両方に対応する必要があった
ことを指摘できる。

（2）規約に見る「外国人」金細工師

　金細工師ギルドの規約集に収録された規約から，「外国人」についての言及があるものを
抜粋し，ギルドの「外国人」への対応を整理したい。
　検討の対象とするのは，まず，“aliens”，“Dutchmen” など明らかに「外国人」と判断で
きることばが用いられている規約である。“strangers”，“foreyns” ということばが使用され
ている規約については，内容から判断してイングランド外からロンドンに来た「外国人」に
言及していることが明確である規約のみ扱うこととする。この結果，規約集に収録されてい
る 94規約のうち，「外国人」が言及されていると判断できるのは 7規約である。このほかに，
規約集には収録されていないが，議事録に記載され “Ordinance of Dutchmen” と題されてい
る規約も取り上げる（58）。これは 1434年にロンドンの金細工師ホールで開催された集会で定
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められた。以下では，この 8規約を制定された年代順に取り上げ，金細工師ギルドと「外国
人」の関係を考えたい。なお，以下で規約に言及する際には，1478年に規約集が作成され
た際に振られた番号を用いて規約 65，59などと記すこととする。

表：金細工師ギルドで制定された「外国人」に関する規約

規約番号 制定年代 タイトル

65 1394 For Taking on Strangers who have been Put Out of their own Countries

― 1434 Ordinance of Dutchmen

59 1448
For Alien Chamber-Holders: an Ordinance made in 26 Henry VI by Thomas Leget, 
Bartholomew Brimsam, Humphrey Hayford and Henry Boode, Wardens

80 1469 An Ordinance for Taking Assays from Englishmen and Strangers

82 1469 The Ordinance Concerning Foreign Goldsmiths and Dutchmen residing here

17 不明 That no Man shall Work in Chambers or Secret Places

18 不明 That no Alien is to be made a Freeman of the Goldsmiths’ Craft upon Penalty of £
20 to be Levied upon the Wardens

67 不明 Concerning Men who Live in Westminster or in any Other Sanctuary within Two 
Miles of the City and Who will Not Keep the Good Rule and Ordinances

Reddaway and Walker, Goldsmiths’ Company, pp. 123―124，209―274をもとに作成

規約 65：For Taking on Strangers who have been Put Out of their own Countries（1394）
　規約 65は，目録では金細工師の仕事に関する規約に分類されている（59）。レッダウェイら
が記す通り，議事録にも収録されており，議事録を参照すると 1394年に定められたと判断
できる（60）。ただし，議事録と規約集とでは文言や罰金の額などやや異なる点があり，後述
する通り規約集で追加された部分もある。なお，この規約では “strangers” ということばが
用いられているが，タイトルから判断して「外国人」を示していると考えていいだろう。ま
た，規約で “strangers” と記されている部分のうちの 1か所は 1394年の議事録では “nule 

foreigne ne alien （no one from outside the City of London nor from abroad）” となっているため，
このことからもここでの “strangers” には「外国人」も含まれると見なすことができる（61）。
　内容は以下の通りである。金細工師ギルドの成員の中に，追放された者 “banished men”
や悪人 “evildoer” として故郷を離れてロンドンにやってきた “strangers” を受け入れてい
る者がいる。以後はいかなる成員も，“strangers” が善良な性格を証明するものを持参しそ
れを監事に提示することなしに彼を受け入れてはならない。さらに，そのような “strangers”
は，監事に提示され，氏名が “the book” に記入され，忠誠を誓うための彼の親方あるいは
保証人を見つけ，親方あるいは保証人がその “strangers” の雇用の最初の年に 26シリング
8ペンスを金細工師ギルドに納入することなしに雇われてはならない。この規約を破った金
細工師はいかなる地位や立場であれ，10マークを罰金として納めなければならない。
　このように，“strangers” を雇うことへの条件が多いことから，その雇用が大きく問題視
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されていたと推測される。
　1394年の議事録にはない文言が，冒頭の，この規約の背景を説明した部分，すなわち，
追放された者や悪人を受け入れている者がいる，という部分である。この部分が 1478年の
時点で追加されたのだとすれば，追放された者や悪人という素性に問題がある可能性がある
（と金細工師ギルドが捉える）「外国人」が増加しつつあったことを示していると考えること
はできるが，あくまで推測にすぎない。むしろ，規約が制定された 1394年という年号に注
目すると，追放された者や悪人ということばは 1394年当時のものと考えることもできるの
ではないか。すなわち，1351年にフランドル伯ルイ・ド・マルがフランドルから反対派を
追放し，イングランド王エドワード 3世が追放者の保護を決定したことを背景に，14世紀
後半に多くのフランドル人がロンドンに流入したとされるが，これを受けて 1394年に制定
された規約という可能性を考えられる（62）。この時のフランドル人は多くが織布工だったと
されるが，これによってロンドンの織布工とフランドル人の間に起こった対立を見て，金細
工師も 14世紀末に追放者の受け入れを禁止したと見ることができないだろうか。そう考え
ると，議事録に追放者に関する文言がなく規約集にそれが見られるのは，規約集が作成され
た際に追加されたというよりも，1394年時点で何らかの文書に記された規約が短縮された
形で議事録に収録され，規約集作成の際にはこの規約の制定時点の文言が書き写されたと考
えてもいいのではないか。
　さらに，「氏名が “the book” に記入され」なければならないという部分も，1394年の議
事録には記されていない。この “the book” はおそらく議事録だろう。「外国人」の氏名と，
彼らが金細工師として働くためにギルドに納入した金額の記載は 14世紀の議事録にも見ら
れるため，1394年の議事録に氏名の記載の言及がないのは氏名の記載が当然のことであっ
たためかもしれない（63）。少なくとも 1478年の時点で氏名の記載が重要視されていたという
ことはできる。
　また，1394年の議事録と異なるのは，親方あるいは保証人がギルドに 26シリング 8ペン
スを支払うという部分の金額について，議事録では金額は記されず「雇い主がその被雇用者
“serving-man” に支払う額」とある点である。加えて，罰金の額は 1478年の規約集の方が
やや高額だが，この時点で妥当な金額に変更したのだろうか（64）。
　文言の追加や罰金の額の変更の背景は現時点では明らかにならないが，80年以上前に制
定された規約が制定時のまま運用され続け規約集に収録されたと考えるよりも，その時々の
状況に合わせて調整しながら規約が生かされてきたと考える方が妥当だろう。1394年のも
のとの違いこそが，この規約の背景にある「外国人」に関する問題が 14世紀末から継続し
ていたことを示しているといえるのではないか。
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Ordinance of Dutchmen（1434）
　1434年に制定されたのが，議事録に “Ordinance of Dutchmen” と題して収録されている
規約である（65）。これは 1478年に編集された規約集には収録されていないが，1434年時点で
の状況を知ることができるため，取り上げたい。議事録の他の部分はほぼすべてアングロ・
ノルマン語であるのに対し，この規約はすべて英語で記されている。まずロンドン市内やそ
のほかの地域で金細工の仕事をしている「“Dutchmen” やそのほかの『外国人』」（“Dutchmen 

and other aliens”）が引き起こす問題について述べられている。問題として，基準以下の金
銀を用いていること，規則や監事に従うことを拒否していること，また，市民である金細工
師の下で働き，生活の糧をそのような金細工師から得ていること，の 3点が挙げられている。
　次に，これを踏まえて 1434年 2月 11日に金細工師ギルドの集会で取り決められたことが
記される。それによると，2月 21日以降，その手工業のいかなる男女も，金細工の仕事を
何らかの形で行っている「“Dutchmen” やそのほかの『外国人』」を働かせてはならないし，
金や銀を，加工されているものも未加工のものも，金細工の仕事を行っている「“Dutchmen”
やそのほかの『外国人』」から買ったり彼らに売ったりしてはならない，とある。続けて，「以
下の “Dutchmen” は除く」として 6名の氏名が記され，さらに「この規約の後に氏名が記
入されるであろう人々を除く」とある。規約に違反して「外国人」を働かせるなどした成員
には，100シリングの罰金が科された。
　この規約からは，そのタイトルから「外国人」金細工師には “Dutchmen” が多く含まれ
ていたであろうこと，また 1434年の時点で「外国人」金細工師の製作する製品の品質が問
題とされていたことが明らかになる。この問題について金細工師ギルドは，今後，金細工の
仕事に従事することができるのは議事録に氏名が記された金細工師のみとした。言い換えれ
ば，金細工の仕事に従事することを望む「外国人」はギルドに「登録する」ことが求められ
たといえる。「外国人」金細工師をひとまとめにして活動禁止とすることは考えられておらず，
個別に対処することを目指していたといえるのではないか。
　この規約は，おそらく当面は遵守されたであろうことが議事録のこの規約に続く部分から
推測できる。同年 5月 1日以降，複数の「外国人」が金細工師としての活動を行うために
ロンドンの金細工の仕事の秘密を守ることなどを監事の前で宣誓し，金銭を納入したことが
記録されている。レッダウェイらのことばを借りれば，「外国人」はロンドンで活動するた
めの「ライセンス」を購入したといえる（66）。しかし，ライセンスの購入は 1434年以前にも
見られる。なぜ 1434年の時点で改めて規約で定められたのだろうか。レッダウェイらは，
1423年にライセンスなしで活動していた “Dutchman” が罰金を科されたこと，また 1424

年には不良品の製作により罰金を科された 15名のうち 10名が “Dutchmen” だったことを，
議事録から明らかにしている（67）。このような 1420年代の状況が，1434年に “Ordinance of 

Dutchmen” が制定される背景にあったのかもしれない。増加し続ける「外国人」に対する
金細工師ギルドの危惧が，この規約から読み取れるのではないか。
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規 約 59：For Alien Chamber-Holders: an Ordinance made in 26 Henry VI by Thomas Leget, 

Bartholomew Brimsam, Humphrey Hayford and Henry Boode, Wardens （1448）
　規約集に戻り，1448年に制定されたとされる規約 59を見ていく（68）。これも，目録では規
約 65と同じく金細工師の仕事に関する規約に分類される。タイトルから，1448年に当時の
4名の監事によって “chamber-holders” である「外国人」に関して定められた規約であるこ
とがわかる。
　まず，このタイトルにある “chamber-holders” である「外国人」とはどのような人びと
だろうか。後で見る 1469年に制定された規約 82では，“working-houses and chambers of 

goldsmithry” を設置して活動している「外国人」が問題とされている。ここでの “working-

houses and chambers of goldsmithry” は金細工師の仕事場を意味すると考えられる。規約 59

の “chambers” も同様の意味だとすれば，ここで述べられているのは金細工師としての仕事
場を持つ「外国人」となる。あるいは，単に「部屋を保有している『外国人』」の意味かも
しれないが，その場合も，15世紀に外国人に特別税が課された際の税額査定の一覧に関す
る研究を参照すると，他人に雇われるような比較的若くて未熟な者というよりは，ロンドン
に金細工師として定着しうる能力のある者という意味を含んでいるように思われる。この課
税の際には，“householders” と “non-householders” という区分が設けられ，異なる額が課
されたが，ボルトンは 1482年に決定された課税に関して “chambers” や “apartments” を
保有する者にも“householders”と同額が課されたと述べている（69）。またオームロッドとマッ
クマンは，課税の際に “householder” に分類された人びとは，一般的には手工業者，商人，
また比較的定着していた（“settled”）人びとであり，一方 “non-householders” は主に使用
人（“servant”），徒弟，農業労働者あるいは一般的な労働者，その他の移動する労働者だっ
たと述べている（70）。これらのことから，この規約にある “alien chamber-holders” は，おそ
らく仕事場を持ち，独立して働いている，あるいは働くことのできる「外国人」が意図され
ていると推測していいのではないか。
　では，規約の内容を見ていく。本文の冒頭には「イングランド人であろうと “Dutch” で
あろうと他地域の出身者（“any other nationality”）であろうと，ロンドンの金細工師ギルド
の成員は」とあり，ロンドンの金細工師ギルドに「外国人」が相当数いたことがうかがわれ
る。主旨は，金細工師ギルドの成員は，“alien chamber-holders” を職人（“servants”）とし
て同職ギルドの成員の所有する家屋の中で働かせるのでなければ，彼らを雇うことはできな
いというものである（71）。続けて，そのような人びと（“alien chamber-holders”）に金や銀を
売ってはならないし，販売や製造のためのいかなる製品も提供してはならないとある。さら
に具体的に，ベルト，ブローチ，指輪なども提供してはならないと続く。違反の場合の罰金
は 10ポンドである。
　上述の通り，“alien chamber-holders” が独立して働いている，あるいは働こうとしている
「外国人」を指すとすると，この規約 59の前半からは，そのような「外国人」であっても，



（13）

83中世後期ロンドンの金細工師ギルドと「外国人」

家の中で，すなわち監督下に置いて活動させるのでなければ雇ってはならないとしているこ
とがわかる。この部分は，「外国人」が成員に雇われる場合の取り決めであり，「外国人」が
独立して働くことは禁じられていないと読むこともできる。しかし後半部分を見ると，“alien 

chamber-holders” に材料や製品を売ってはならないとあることから，職人（“servants”）と
して働くのでない限り “alien chamber-holders” は金細工の仕事に従事するのは難しいと思
われる。「外国人」が独立して金細工師として働くことを，事実上，禁じていると読み取れ
るのではないか。さらに，この規約で注目すべき点は，冒頭の文言から “Dutch” などの金
細工師が存在していることが明らかであるため，この規約が制定された 1448年の時点です
でに独立していた「外国人」金細工師は活動できるが，以後は新たな「外国人」の活動は制
限されたと考えられることである。
　ただし，レッダウェイらが述べているように，この規約は外国人に仕事が与えられること
自体を禁じたものではないことも重要である（72）。さらに規約の末尾に「監事によって認め
られた例外は除く」とあり，監事が「外国人」金細工師の活動について個別に許可する場合
もあったと推測されることも無視できない。実際に，この規約が制定された 1448年以降も
金細工師ギルドの成員として活動する「外国人」が存在し続けたことは，以下で扱う規約
82（1469年）からも明らかである。当規約がどの程度厳密に守られたのかは議事録等を用
いて検討する必要があるが，「例外」とされる「外国人」が少なくなかったであろうことと，
しかしやはり金細工師ギルドは「外国人」がロンドンの金細工師と同様に活動することに対
して何らかの対策を講じようとしていたことを指摘できる。

規約 80：An Ordinance for Taking Assays from Englishmen and Strangers（1469）
　規約 80も，目録では金細工師の仕事に関する規約に分類されている（73）。1469年 4月 10

日の集会で定められたものである。タイトルに，イングランド人と “strangers” に対して製
品の品質を調査するとあり，“Englishmen and strangers” という書き方から「外国人」が意
図されている。
　この規約は，イングランド人金細工師に対しても「外国人」金細工師に対しても，金と銀
を用いて製作されたものがギルドの規定と規約に合っているかどうか，最低でも年 4回，監
事が調査することを定めている。この調査はロンドンだけでなくイングランド王国全体が対
象とされている。「外国人」金細工師の姿は文言に “and strangers” と加えられるほどに存
在感を持っていたことが示されている。

規約 82：The Ordinance Concerning Foreign Goldsmiths and Dutchmen residing here（1469）
　規約 82も，規約 80と同じく 1469年 4月 10日の集会で定められたものである（74）。目録
では金細工師の仕事に関する規約に分類されている。1478年の規約集にある規約のうち，
この集会で定められたことが明記されている規約は 5つありいずれも長文であるが，この規
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約 82はとくに長文で，規約制定に至るまでの状況も記されている。現在ロンドン，サザッ
ク，ウェストミンスターにいる “foreign goldsmiths” と “Dutchmen” および今後それらの
地域に来る人びとについて細かく規定したものである。規約中の “foreign goldsmiths” とい
う文言は，“whether strangers or the king’s subjects” という文言が付されている箇所もあり，
イングランドの，ロンドン，サザック，ウェストミンスター以外の地域から来た人びとおよ
び「外国人」を指すと考えていいだろう。以下でこの規約について述べる場合は，便宜上，「外
国人」も含めて「よそ者」と総称する。
　まず，規約制定に至る背景が述べられる。これまで，「よそ者」の金細工師がロンドン市
内で仕事場（“working-houses and chambers of goldsmithry”）を構え，またサザックとウェ
ストミンスターではこれに加えて店も構えてきた（75）。彼らはまた，徒弟や職人（“servants 

allowes”）をとっている。これらのことは王と彼の民にとって有害であり，ロンドンの金細
工師にとって不名誉なことである。このような不名誉を避けるために，また歴代の王によっ
てロンドン，サザック，ウェストミンスターの金細工師に与えられた特許状に基づき，1469

年 4月 10日のギルドの集会で以下のように定められた，とある。
　その内容は以下の通りである。まず，すでに上述の 3地域に居住している「よそ者」金細
工師について述べられている。ロンドン，サザック，ウェストミンスターのすべての「よそ
者」金細工師で，これらの地域にこの規約の日付の時点で少なくとも 5年間居住している者
は，ロンドンに仕事場を，サザックとウェストミンスターに店と仕事場を持つことができる。
これまでの仕事を継続できるということである。一方で，今後は，「よそ者」金細工師はこ
れらの地域に居住して職人（“allowes”）として 5年間仕えるまでは，ロンドンに仕事場を，
サザックとウェストミンスターに店と仕事場を持つことができない。
　次に，ロンドンの滞在が 5年に満たない「よそ者」金細工師について，20シリングを 1

年以内に監事に支払うことが定められている。
　続いて，今後ロンドンに来訪する「よそ者」について記される。「よそ者」の金細工師が
ロンドン，サザック，ウェストミンスターに来て 5年間仕える親方を選んだら直ちに，その
親方は彼を監事に提示し，監事が彼を職人（“servant allowes”）として認める。その職人は
2シリング 4ペンスの入会金を聖ダンスタン・フラタニティに支払わなければならず，また「徒
弟がそうするのと同じように」，親方に仕えてから 1年以内に監事に 20シリングを納めなけ
ればならない。その後，その職人がロンドンに仕事場を，サザックとウェストミンスターに
店と仕事場を構えることを望むなら，彼は監事の前に来て彼の能力と技術を証明しなければ
ならない。もしそこで，王と彼の民に仕えるに十分な能力があると認められたら，さらに 2

年間について，善きふるまいを証明する人物を見つけ，その後，彼は監事の前で金細工師ギ
ルドの一員として不良品を製作しないことや監事に従うことなどを誓う（76）。そして店や仕
事場を構えるために金細工師ギルドに加入したら，監事に 6シリング 8ペンスを支払わなけ
ればならない。これらの決まりに違反した場合，「よそ者」金細工師は監事に 40シリングを
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支払い，また監事も，規約違反が発覚した際には，監督の不備という理由で 100シリングを
納入する。
　以上のように，この長文の規約がその半分程度を割いているのは，今後に来訪する「よそ
者」金細工師に関してである。5年間仕えるべき親方を見つけること，親方はその「よそ者」
を監事に提示することという規定からは，その「よそ者」のロンドンに来る時点での技量が
どうであれ，ギルドの監督下に置くことが重視されていたといえる。すなわち，この規約は
「外国人」の金細工師に対する規約であるとともに，ギルドの成員である親方にも「外国人」
対応への協力を求めるものといえる。そのようにして 5年間働いた後についてもギルドは慎
重であり，技術を証明すること，さらに 2年間，その行いが監督されるべきことを定めている。
しかしこれは同時に，しかるべき技術を身につけたのであれば，店などを構えることが認め
られることを示してもいる。この規約を制定する際に金細工師ギルドが留意していたのは，
金細工師ギルドの監督下に置かれない「外国人」が増えていくことだったと推測される。「外
国人」を含む「よそ者」は，その存在自体が問題であるのではなく，技術の低下の一因とな
る可能性と結びついて問題とされていたのではないか。5年間の親方の下での働きに 2年間
分の善きふるまいの証明を加えると，何らかの形でギルドの監督下にある状況は 7年間とな
る。7年間というのは，金細工師ギルドの徒弟の訓練期間に相当する（77）。さらに，上述の通
り規約中の文言に「徒弟がそうするのと同じように」監事に 20シリングを納めるとある。「よ
そ者」を徒弟のように訓練することで，ロンドンの金細工師にふさわしい技術力が身につけ
られることを目指したのだろう（78）。
　また，ロンドンの滞在期間が 5年に満たない「よそ者」金細工師も 20シリングを納入す
るべきとされているが，これは，訓練期間については妥協するが，監事がその行動を把握す
るという意味で金銭の納入を求めたものではないか。
　以上のように，規約 82は，現在ロンドン，サザック，ウェストミンスターで活動している「外
国人」金細工師を滞在期間の長短によって区別していること，今後来訪する「外国人」金細
工師への対応が記されていることが注目に値する。金細工師ギルドが「外国人」金細工師を
受け入れたうえで管理しようとしていたことを示しているのではないだろうか。

規約 17：That no Man shall Work in Chambers or Secret Places（制定年代不明）
　規約 17は制定された年代は明記されていない（79）。ただし，以下で見る通り文中に「ヘン
リ 4世治世第 5年に確認された」特許状に反して，とあり，この特許状は 1404年のものと
されるため，それ以降に作成されたものである。
　目録では金細工師の仕事についての規約に分類されている。内容は以下の通りである。「外
国人」“aliens” もイングランド人も，たびたびロンドンの隠れた場所で仕事場を構えたり暗
い路地で店を構えたりしている。さらに彼らはそれらの場所で，高貴な人びとが所有してい
た皿などを，それらを盗んだり，不名誉な方法で入手したりした者から購入しており，また
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質の悪い金製品・銀製品を製作している。これはギルドの規約に反することであり，エドワー
ド 3世によりその治世第 1年（1327年）にギルドに与えられ，その後ヘンリ 4世の治世第
5年（1404年）に確認された特許状の内容に反するものである。このため，そのような仕事
場や店を構えている者はそれらの場所から出され，誠実な金細工師の下で働かされるか，あ
るいはロンドン市およびその周辺から追放されることになる。そのような違反者とかかわり
を持つ者は，「外国人」であれイングランド人であれ，その都度 40シリングを慈善のために
支払わなければならない。また，違反者とかかわりを持っている者を発見した者は監事に知
らせるべきであり，そうすれば手間賃として 6シリング 8ペンスを得る。
　この規約は，「外国人」金細工師の活動に関する規約ではなく，あくまで規約や特許状に
反する活動をとって不良品を製作している金細工師に関する規約である。金細工師ギルドが
製品の品質の維持を重視していることを示す規約といえるが，本稿では，違法な製作活動を
行う者にも，そのような人物とかかわる者にも，「外国人」がいたことに注目したい。「外国
人」が一定数ロンドンの金細工師として定着しており，イングランド人と同様に違反者もい
ればそうでない者もいたことを，この規約から指摘できる。

規 約 18：That no Alien is to be made a Freeman of the Goldsmiths’ Craft upon Penalty of£20 to 

be Levied upon the Wardens（制定年代不明）
　続く規約 18も，制定された年代は不明である（80）。目録では監事向けの規約に分類されて
いる。この規約からは，「外国人」“aliens” による問題とそれへの厳しい対処が明らかになる。
　内容は以下の通りである。これまで，多くの「外国人」がロンドンの金細工師ギルドのフ
リーマン（“freeman”）となり，長年にわたり成功をおさめ，かなりの財産を蓄えてきた（81）。
彼らはそれをしばしば海外に持ち出し，出身国で多くの動産・不動産を購入している。この
ことは，この王国を貧窮に陥らせ，損害を与え，金細工師ギルドに不名誉をもたらしている。
それゆえ，いかなる「外国人」もロンドン市において金細工師のフリーマンとはなれないこ
ととする。この規約に反した場合―すなわち，監事が「外国人」がフリーマンとなることを
認めた場合―は，監事に 20ポンドの罰金が科せられる。この罰金は次の代の監事が取り立
てることとし，彼らが 4ポンドを受け取り，残りは慈善のために使用される。ただし，王の
意志であり，王の書状が監事に送られ，それに当ギルドの成員全体が合意した場合は除く。
　以上のように，この規約 18は，おそらく，この規約以後についてだと思われるが，「いか
なる『外国人』」にも金細工師ギルドのフリーマンになることを禁じる，すなわち「外国人」
が金細工師として活動することを禁止するという，本稿で見てきた規約の中では最も厳しい
対応をとったものである。その理由として記された事態が実状を示したものであるとすれば，
以下の 3点が興味深い。まず，「長年にわたり成功をおさめ，かなりの財産を蓄えてきた」「外
国人」金細工師が存在したことである。彼らはこのような規約が制定されるほど存在感を持っ
ていたのである。以上で見てきた規約に，「外国人」がイングランド人と同様にギルドの成
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員として扱われている例が複数あるが，この規約も合わせて考えると，単に金細工師として
活動していただけでなく，金細工師として成功し，財産を蓄えることができた「外国人」が
15世紀後半のロンドンにいたことが示される。
　次に，ロンドンで「成功する」には移住先であるロンドンでネットワークを築き活用して
いたと推測されるが，そのような「外国人」が，出身地とのつながりを維持していたと考え
られることである。出身地での動産・不動産の購入という点からは，いずれ出身地に戻るこ
とを考える外国人もいた可能性もある（82）。
　3点目は，問題とされたのが，金細工師の仕事に直接関係する事柄ではなく，外国人が財
産を出身地すなわち外国で使用していること，という点である。15世紀半ばに「外国人」
への特別税をはじめ「外国人」の活動を制限する複数の法が制定されているが，この背景に
あったのが，イングランドの富が海外に流れているというイングランド人の感情である。こ
れにより，イングランドにおける「外国人」商人同士の取引が禁じられたり，王国の外へ貨
幣を持ち出すことが禁じられたりした（83）。すなわちイングランドの富がイングランド以外
を富ませることを禁じたのである。規約 18の制定の背景にも，このような，ロンドンで得
た富をイングランド以外の地で用いていることへの反感があったのかもしれない。
　規約 18は，作成年代は不明だが，中世後期の金細工師ギルド内での「外国人」に関する
問題を示すとともに，当時のロンドンの，あるいはイングランド全体の「外国人」に関する
問題を反映しているといえる。

規 約 67：Concerning Men who Live in Westminster or in any Other Sanctuary within Two Miles 

of the City and Who will Not Keep the Good Rule and Ordinances（制定年代不明）
　この規約は，目録では金細工師ギルドの共通の利益とよき統治に関する規約に分類されて
いる（84）。タイトルには「外国人」を意味することばはないが，その内容は「外国人」に関
するものである。ロンドン，ウェストミンスター，そしてシティから 2マイル以内にあるい
ずれかの聖域に居住している “Englishmen or others” で，金細工師ギルドの規則や規約を
守ろうとしない者についての規約とある。“Englishmen or others” ということばから，「外
国人」が含まれているのは間違いないだろう。これらの人びとが，調査や罰則や規則に従う
ことを拒否したり，他人にもそうするようにそそのかしたり，指示によく従っている人びと
を妨害したりした場合，“Englishmen” であれ “strangers” であれ金細工師ギルドの成員は，
彼らが規則に再び従うまでは彼らを雇ってはならないし，金銀を材料として製品を製作させ
てはならないし，また助けや助言を与えてはならないとされている。違反した場合は 10ポ
ンドの罰金である。
　この規約で注目したいのは，まず，規約 17と同様に金細工師ギルドの成員にも取り締ま
りの対象となる者にも「外国人」が含まれている点である。上述のように「“Englishmen”
であれ “strangers” であれ金細工師ギルドの成員は」とあることに加え，規則や規約につい
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て，監事が “Englishmen” と “strangers” の両方から成る仲間の同意を得て集会で定められ
たものという説明が付されており，イングランド人ではない “strangers” すなわち「外国人」
がギルドの成員として存在していたことがわかる。一方で，規則や規約を守らないイングラ
ンド人や「外国人」の金細工師がいたことが明らかになり，「外国人」金細工師の多様性が
垣間見える。
　加えて，聖域で活動する「外国人」金細工師の存在が明示され，「外国人」手工業者の活
動場所としての聖域の重要性が示唆される点も注目に値する。マクシェフリは 16世紀ロン
ドンの聖マーティン・ル・グラン共住聖職者教会の聖域で活動していた「外国人」製靴工に
注目し，彼らと市民・ロンドンの製靴工ギルド・市当局などとの関係性を論じているが，当
規約からは 15世紀でも聖域の「外国人」手工業者が同職ギルドから問題視されていたこと
がわかる（85）。聖域における「外国人」の活動については，引き続き検討したい。
　この規約 67の制定年代は不明であり，制定の背景となる具体的な出来事があったのかも
規約のみからでは明らかにならない。しかし，金細工師ギルドが 1478年の時点でロンドン
に加えウェストミンスターや聖域にいる「外国人」の金細工師を認識しており，彼らが規則・
規約を守らないことを問題視していたことは明らかである。加えて，彼らが規則・規約に従
うのであれば活動を容認するという姿勢をとっていることもまた，重要である。当規約から
も，金細工師ギルドが「外国人」の排除ではなく「外国人」をギルドの監督下に置くことを
重視していたことが示唆される。

（3）金細工師ギルドの「外国人」への対応

　以上の 8規約から，金細工師ギルドの「外国人」対応について以下のようにまとめること
ができる。
　まず，年代に注目したい。遅くとも規約 65の制定された 1394年以降，金細工師ギルドは
「外国人」への対応を迫られ続けていたといえる。もちろんこれは規約のみからの結論だが，
14世紀末から，「外国人」に関する規約を制定する必要があったという可能性は指摘できる。
それらの規約は 15世紀には「外国人」に対してより詳細な内容を含むようになり，「外国人」
の影響力の大きさが中世後期を通じて金細工師ギルドの懸念の一つであり続けたことがうか
がえる。近年は「居住外国人」への注目が高まっているが，「居住外国人」の出身地や人数
などの概要の研究とともに，受け入れ側である都市や各種団体などの対応に関する研究から
も，「居住外国人」の定着の様相などがわかってくるのではないか（86）。
　規約からはまた，「外国人」の多様性が明らかになる。滞在歴・能力・活動状況などが様々
な「外国人」金細工師が 14・15世紀のロンドンで活動しているか，あるいは活動すること
を望んでおり，ギルドはそれぞれに対応する必要があった。「外国人」をひとくくりにして
論じることではその実態が明らかにならないことが示されたといえる。16世紀についてルー
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が指摘している「外国人」の多様性は，それ以前の時期についても当てはまるといえよう（87）。
　規約の内容に注目すると，「外国人」を金細工師ギルドの成員の家の中で働かせること自
体は一貫して認められていることを指摘できる。規約で示されているのは「外国人」を働か
せることについての要件であり，「外国人」の雇用自体は禁じられてはいない。規約 65（1394

年）では，「外国人」を雇う際に監事の許可が必要であることが定められているが，これは
すなわち，監事の許可を得れば「外国人」を家の中で働かせることができるということである。
規約 59（1448年）は，“chamber-holder”である，おそらく独立して働く能力のある金細工師も，
成員の所有する家屋の中で働かせるのでなければ雇ってはならないとするが，成員のもとで
なら金細工師として活動できると捉えられる。規約 82（1469年）も，その後来訪する「外国人」
金細工師に対して職人としての就労を義務付けているが，職人として働くことは可能という
ことである。さらにそのように働いた後で所定の手続きを踏めば，独立することも認めてい
る。以上のように，これらの規約が制定された 13世紀末から 15世紀後半まで，金細工師ギ
ルドは「外国人」に対して，少なくとも一定の期間は成員の監督下で働くことを求めている
が，言い方を変えれば，成員の監督下であれば働くことを認めていたといえる。
　一方で，ギルドの成員の監督下で働くなら活動してもよいということは，裏返せば，「外
国人」が独立して働くことを阻止するということである。直接的に，独立しての活動を阻止
する，あるいは困難にすることを金細工師ギルドが意図していたことがわかる規約もある。
上述のように，規約 59（1448年）は，事実上，「外国人」が独立して働くことを禁じている
と読み取れる。また，規約 18（制定年代不明）は，監事への高額の罰金とともにいかなる「外
国人」も金細工師のフリーマンになれないと定めており，「外国人」がイングランド人の金
細工師と同様に金細工師として独立して働くこと，ギルドの一員として活動することは難し
くなったことがわかる。規約 18の制定年代が不明であるため年代ごとの傾向を読み取るこ
とは難しいが，15世紀を通じて金細工師ギルドは「外国人」金細工師を，監事をはじめと
する成員の目の届く範囲で活動させようとしていたことをこの点からも指摘できる。
　しかしながら，規約 59（1448年）・80（1469年）・17（制定年代不明）・18（制定年代不
明）・67（制定年代不明）からは「外国人」が金細工師ギルドの成員として活動していたこ
と，“Ordinance of Dutchmen”（1434年）からはおそらく金銭の納入が必要だと思われるも
のの議事録に氏名が記されれば活動できたことが読み取れる。上述の，成員の監督下での雇
用の促進と独立して働くことの禁止と矛盾しているともいえるこの状況は，どう考えるべき
だろうか。1（2）で述べた通り，それぞれの規約すべてが，規約集にまとめられた 1478年
の時点で効力を持っていたのかどうかは不明である。効力を持っていたとすれば，互いに矛
盾するこれらの規約は金細工師ギルドの状況や個々の「外国人」金細工師の状況に応じて使
い分けられたのだろうか。より最新のものが利用されたとすれば，外国人の活動については
1469年の規約 82か，制定年代の手掛かりがない規約 18が適用されたことになり，遅くと
も 1460年代には「外国人」が独立して働くことがそれ以前より難しくなったことを示して
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いるといえる（88）。
　同時に，規約の末尾に留保がつく場合があることも指摘したい。規約 18（制定年代不
明）によると，王からの書状に成員が同意した場合は「外国人」がフリーマンとなること
が可能であり，規約 59（1448年）によると，監事が個別に判断した場合は “alien chamber-

holders” への制限は適用されない。「外国人」をひとくくりにして扱うのではなく，個別の
状況に対応しようとしていたこと，そうすることが金細工師ギルドにとって利益となると考
えられていたことを推測できる。
　以上のように，金細工師ギルドの規約からは，金細工師ギルドの一員として働く「外国人」
がいたこと，しかし基本的には金細工師ギルドは「外国人」をその監督下に置いて働く限り
において彼らの活動を許可することを目指していたこと，15世紀中に「外国人」への風当
たりが強くなっていった可能性があること，を指摘できる。金細工師ギルドのこのような状
況の背景の一つには，ロンドンの金細工師のもとでの訓練を受けていない「外国人」による
製品の品質の低下を避けるという目的があったと考えられる（89）。金細工師ギルドの状況や
ロンドンへの「外国人」手工業者の流入の状況と規約の制定との関係は，今後の検討課題の
一つだが，現時点では少なくとも，金細工師ギルドの「外国人」への対応は，「外国人」と
の共存を模索した，あるいは模索せざるを得なかった例の一つということができる。

おわりに

　1478年に作成された規約集に収録された規約および 1434年の “Ordinance of Dutchmen”
を検討すると，ロンドンの金細工師ギルドは中世後期を通じて「外国人」への対応に追われ
ていたといえる。このことは同時に，それだけ多くの「外国人」金細工師がロンドンにおり，
金細工師として働いていた，あるいは働こうとしていた，ということを示してもいる。しか
し当然ながら，現存する規約集に収録された規約の分析だけでは金細工師ギルドの「外国人」
への対応についての検討としては不十分である。上述の通り，当時存在していたものの現存
していない史料がある可能性もある（90）。そのような史料の存在や，本稿で扱った規約の実
際の利用について，議事録を調査することである程度は明らかにできると考えている。さら
に，議事録からは，現存する税額査定の史料や遺言書からは明らかにならない多様な地域か
らの金細工師がロンドンで活動していたことを把握できる（91）。
　また，金細工師ギルドの例が当時のロンドンの同職ギルドと「外国人」とのかかわり方と
して一般的といえるかどうかも検討しなければならない。上述の通り，ロンドンの金細工師
および金細工師ギルドは王権とのつながりが深いとともに，ロンドン市政にも影響力を持っ
ていた。さらに金細工師は手工業製品の製作に従事していたものの，高価な材料を用いたそ
の製品は日用品というより奢侈品であることが多かったと思われ，一般的な手工業者として
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他の手工業者と単純に比較することは避けるべきかもしれない。しかしながら，本稿で検討
した規約には，品質の維持に取り組む手工業ギルドの側面が現れていた。金細工師ギルドの
特殊性を考慮しながらも，その手工業としての仕事の面に注目することで，他の手工業によ
る「外国人」とのかかわり方と比較することができると思われる。金細工業の他に多くの
「外国人」を抱えていた職種としては，織布業が挙げられる。14世紀のロンドンの「外国人」
織布工は，「外国人」金細工師とは異なり，イングランド人の織布工ギルドとは別に独自の
団体を結成していたことが明らかにされている（92）。ロンドンの同職ギルドごとの対応の類
似点・相違点を明らかにしていくことで，ロンドンの同職ギルドと「外国人」手工業者のか
かわり方の要因となるものを検討することが可能になる。同職ギルドと「外国人」とのかか
わり方に違いがあるとすれば，それは職種による違いなのか，流入してくる「外国人」の能
力による違いなのか，同職ギルドと王権や市当局との関係のあり方による違いなのか。これ
らの点を考察することで，様々な職種に見られる「外国人」が，ロンドンの手工業において
どのような位置づけにあったのかを示すことができ，「外国人」とロンドン社会との関係の
一端が明らかにされると期待できる。
　今後は以上の点を念頭に置き，「外国人」手工業者とロンドンの社会との関係を考察して
いきたい。

本研究は，JSPS科研費（基盤研究（C）平成 28～30年度「中世後期ロンドンの『外国人』
と都市社会」（研究代表者：上野未央），課題番号：16K03123）の助成を受けたものである。
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